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首都圏における
アイヌ文化伝承活動と
移動をめぐる一考察

A Study of the Migration and Cultural Transmission Activities of Ainu People 
in the Greater Tokyo Area : Wandering Days of Indigenous People
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先住民族の移ろい動く日常

序論
❶「定住」／「移動」の二元論から〈移ろい動く〉ことへ

❷〈異族〉としてズレ
0 0

を生きる
❸北海道から／への移動
❹〈移ろい動く〉生活世界
❺〈移ろい動く〉文化伝承

結論

　本論文は，「本来の」居住地からの「移動」を経た，首都圏に居住するアイヌ民族の文化伝承活動の特性

を考察することで，物理的移動を超える「移動性」（〈移ろい動く〉もの）について明らかにしていく。〈移

ろい動く〉ものへの注目は，「定住」／「移動」の二元論の超克とともに，他者と共に生活する場を切り拓く。

　物理的移動の有無にかかわらず，「縁辺」［関根 2009］／「後背地」［阿部 2007］としての生活世界に立

つこと自体が，アイデンティティや「文化」の認識にズレ
0 0

をともなう流動性（〈移ろい動く〉もの）をもた

らす。それは，主流社会との関係において，他者から押しつけられた表象を繋ぎ直す受動性しかもたず，そ

の流用実践によってこそ生を得ようとするギリギリの主体性の産物である。さらに，その主体性は，「後背地」

の重要な特性としての他者との固有性を帯びた対面的関係の中で発揮される。

　上記の知見にもとづき，本論文は，主流社会のように表象を操る権能を持たない人びとが，押しつけられ

た表象にズレ
0 0

を与え，「別の形」にしていくことで自らの生きる道を模索する姿に焦点を合わせる。人間的

生の模索（〈移ろい動く〉生き方）こそが，物理的移動を経てなお「アイヌ」というものが「切っても切れ

ない」ものとしてつきまとう人びとの実践を形づくる。

　アイヌ文化伝承活動の文脈をなす生活世界には，〈お互いの「生活」への配慮〉，〈持続的な対面的関係〉，〈当

事者による自前の解決〉，〈共同生活における生身の人間から生身の人間への直接的伝承〉といった特性が見

いだされる。そして，この生活世界では，対面的関係に突き動かされた人びとが，その関係の固有性がもた

らすズレ
0 0

と共に文化を伝承していく。彼（女）らはある種の真正性をそのまま受け継ごうとしているにもか

かわらず，生活世界に深く巻き込まれているがゆえに〈移ろい動く〉ことになるのであった。
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